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１． 概要 
 
 本研究では、これまでのオリンピックと外国人イメージ研究の成果をふまえて、2004 年のアテ

ネ・オリンピック大会の前後にパネル調査を実施して、外国人イメージの変化とそれに影響する要

因の検討を行った。 
 この研究の特色は、まず、外国人イメージを好感度と知的能力の２つの次元からとらえて測定を

行い、各次元における変化を検討したことである。加えて、身体能力の次元についても探索的に検

討した。次に、オリンピック大会では日本人意識の高揚が認められるが、それに関わる個人特性を

愛国心とナショナリズムとに区別して測定して、それぞれがイメージ変化に及ぼす影響を検討した

ことである。素朴に国を愛する気持ちである愛国心と、他国と比べて自国を高く評価するナショナ

リズムについては尺度を開発して、個人差要因として測定した。方法上の特色としては、これまで

の学生調査に加えて、一般市民からもランダムサンプリングを行って、代表性の高い対象者のデー

タを得たことである。また、翌 2005 年にも同等のパネル調査を学生と市民に実施して、比較対照

とできるデータも得た。 
 主要な結果は次の通りである。学生調査では、開催国のギリシャ人のイメージは好感度では好転

したが、知的能力では悪化したことが認められた。問題を起こした選手がいたハンガリー人のイメ

ージは、いずれの次元でも悪化した。日本人自身のイメージはどちらの次元でもかなり改善された。

市民調査では、これらの一部の結果だけが示され、外国人イメージが比較的安定して変化しにくい

傾向が認められた。以上の結果は 2005 年調査では認められなかった。愛国心とナショナリズムが

イメージ変化に影響することもあったが、予測とは一致せず、結果は安定しなかった。しかし、ナ

ショナリズムはいくつかの外国人イメージに否定的影響を及ぼしている証拠が得られた。 

 
 


